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●筑波大学附属病院レジデントレクチャー（1単位）に認定されています。

・本講演会は，平成26年度プレ戦略イニシアティブ研究プロジェクト提案型「医学・生
命科学・産業・地方自治体による健康長寿社会実現のための連携構築」の一事業と
して開催します．
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